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沿革
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2016年

「エコアクション２１」に認証されてから１6年の活動
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2.　当社の歩み

 2020～2021年度は、新型コロナウイルス感染防止のため、毎年恒例の会社訪問、見学が見送りとなってい
ます。社内では健康経営を目標に感染対策の意識付けを行い、各自の衛生観念のレベルアップを図り日々
実行しています。コロナ禍により、売上減少が予測されたため、会社のモットーである「質素・倹約・もったい
ない」を再確認し、一層の物品再利用を徹底すること等を通じ、会社全体のコスト削減を実現しました。今後
とも、このようなゼロエミッションを意識した取り組みにより、環境目標に関しても良好な結果を収めていきた
いと思います。

私は、「質素・倹約・もったいない」を親から叩き込まれて育ち、それを教訓にして事業をはじめました。

そして得意先の環境への要望があり、それに世間の環境への動きもあり、もちろん

私の気持ちもあって「エコアクション２１」に認証・登録をいたしました。

岡松工機製作所として発足。（東京都大田区東蒲田　１－２１－１１）

有限会社　オリエンタル工芸社となる。（資本金１００万円）

杉本亨が二代目社長になる。

２０２２年度は高圧電気から低圧電気に切替を行った。この切替工事は２年がかりの計画であり、キューピク
ルの経年劣化及びPCB処理の期限が迫っていることもあり実施した。当初はロシアのウクライナ侵攻による
影響は考えておらず低圧電気に変えることで電気代が高額になることが予想されていなかった。その為,切
替後の１１月より月５万円程の増加となっている。より電気使用量を節約するため蛍光灯から一部LEDの切
替と不在場所での消灯を、暖房の温度設定20度～22度厳守など以前にもまして徹底することとした。このこ
とは社員のエコアクションへの意識をさらに高める結果となった。

三信機械工業株式会社を買収した。会社を東京都大田区大森西７－２－５に移転。

2002年

2001年

２０１９年からは社内のミーティング時に、環境配慮の必要性や会社としてエコアクションに取り組む必要性と

実践内容などを再認識する時間を設けております。そして各自が取り組むべき行動は何かを常に意識し、社

外でも実践できるように努めております。社員個人が実践することにより自宅周辺の環境への啓発、さらに

社会に向けての啓発につなげることが出来ればと考えております。

２０１７年度の後半には、数件のイベントがあり、弊社としても参考になる部分が非常に多いようなので、随時
参加するように致しました。また、内部環境監査講習会に参加しました。

台湾の通達機電有限公司（エレベーター部品製造業）と取引を開始。

東京都大田区の優良工場の認定を受ける。（H１５、２、１３）

２００６年に「エコアクション２１」の認証・登録を受けてから早いもので１6年が経ちました。

お蔭をもちまして１０年表彰も頂いています。誠にありがとうございました。

２０１８年は「化学物質使用状況及び現況報告書」を大田区環境清掃部環境対策課　環境調査指導担当に
提出致しました。また、「環境　人づくり企業大賞２０１７」に応募し、奨励賞を頂きました。

当社の歩んできたこの１6年間は、数年に渡ってのリーマンショックがあり、未曽有の東北大震災があり、そし

て経営的には当時一番売り上げがあった「Ａ社」との取引停止があり、さらには「Sエレベーター社」からの注

文が増えるなど単純に計算が出来ない部分があるのも事実です。

有限会社　オリエンタル工芸社（増資　資本金５００万円）

東京都大田区の優良工場の再度、総合部門受賞し認定を受ける。

1988年

株式会社　オリエンタル工芸社とした。(資本金１０００万円）

合同機電株式会社を吸収合併。（エレベーター部品製造業）

三信機械工業株式会社を吸収合併。（精密機械加工業）（資本金を２０００万円にした。）



3.　受賞歴

１９９８年 8月1日 菱電エレの「問題意識と改善意欲の件」で表彰されました。

２００１年 11月15日 大田区の「優工場」に認定、合わせて総合部門を受賞しました。

２００７年 4月13日 環境省の「エコアクション２１」に認証されました。

２００８年 5月28日 経産省の「元気なモノづくり中小企業３００社　」を受賞しました。

２００９年 10月8日 大田ブランドの「ブランドPRコンテストで２位」を受賞しました。

２０１１年 2月3日 大田区の「中小企業新製品・新技術コン」で奨励賞を受賞しました。

２０１４年 2月24日 中小企業経営力大賞の「IT経営実践認定証」を受賞しました。

２０１４年 2月25日 東京都の「経営革新計画の承認」を受賞しました。

２０１４年 10月18日 東京都産業労働局の「輝く技術・光る企業vol.12」に掲載されました。

２０１６年 10月6日 税理士法人無から「４年連続増収増益」で表彰されました。

２０１６年 11月21日 （再）大田区の「優工場」に認定、合わせ総合部門を受賞しました。

２０１６年 12月22日 平成２８年度　東京都教育委員会より表彰されました。

２０１７年 7月7日 「大田区の工匠（優秀技術者表彰）」に当社の堺野君が受賞しました。

２０１７年 8月9日 「エコアクション２１」１０年継続での更新により、表彰されました。

２０１７年 11月20日 経産省「２０１７年地域未来索引（未来挑戦部門）」を受賞しました。

２０１８年 3月29日 環境省「環境　人づくり企業大賞２０１７」で奨励賞を受賞しました。

２０１８年 7月6日 「大田区の工匠（技術・技能継承）に当社の竹田君が受賞しました。

２０１８年 10月10日 （一般社団）抗菌製品技術協議会に弊社製品が登録されました。

２０１８年 12月26日 「優秀経営者顕彰」に応募し、「日刊工業新聞社賞」を受賞しました。

２０１９年 2月22日 「認定NPO法人　環境文明２１大賞」を受賞しました。

２０２１年 4月29日 社長　杉本亨は「旭日単光章」を受勲しました。

～得意先企業の各年ごとの「感謝状・努力賞・表彰状」は除きます～
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当社は創業以来、ものづくりとしてオリジナル製品の開発に注力してまいりました。

また事業を継続的に拡大していくうえで人づくりにも注力を注いでいます。それらの

証しとして身に余る程の評価をいただいております。　ご紹介させていただきます。



2022年度

2月 令和４年度大田区「研究開発マッチングシステムへ継続登録しました。

２月 カーネルコンセプト社の事務機器を新機種に取り換えました。

（インボイス対応の為）

４月 社団法人抗菌製品技術協議会で抗菌ボタンの再試験を行いました。

４月 「エコアクション２１」の更新審査を弊社内で行い、承認されました。

４月 会社及び近隣の地図の作成を致しました。

5月16日 ジュアルシステムで、高校生１人が就職の事で相談に来ました。

5月18日 経済産業省（未来企業）の方が４名で訪問に来られました。

５月 コロナ過で中国の「ロックダウン」に依り、大量に注文がきました。

５月 上記の件で、社員が残業及び休日出勤に追われる。

6月9日 六郷工科高校の実習性が、6月９日～７月６日まで実習に来ました。

７月 新型コロナの第7波により深刻な状態に。各社への挨拶も中止に。

7月31日 永年の取引企業である「トーザイ工業」と取引の条件が合わず停止に。

9月6～9日東電の配電を工場裏から表に低電圧の電線引き込み工事を実施。

１０月 新製品（ノータッチ式押ボタン）の制作にトライしました。

10月18日 日刊工業新聞社の取材を受けました。

10月27日 東電の配電により、電信柱を社内の通路に設置しました。
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４.　今期の特徴（スポットライト）　



11月6日 東電の電圧の切り替え（高圧から低圧へ）を実施しました。

11月9日 大森消防署の立ち合いで、消火訓練を実施しました。

11月 大田区の「鈴木クリニック」で社員の健康診断を行いました。

11月14日 消火器の点検を実施しました。

11月15日 東電の高圧電線を撤去しました。

12月1日 大田区産業プラザ内のデザイン工房でホームページの見直しを実施。

12月13日 得意先の「潮冷熱(株)」の渡邊本部長様が来訪しました。

12月21日 三菱UFJ銀行で「外為の送金システム」の設定を行いました。

4-2



5.　事業組織の概要（環境経営レポートの取組の対象範囲、期間）

１．事業者名及び代表者名

　　株式会社　オリエンタル工芸社　　　代表取締役　杉本　亨

２．所在地

　　　東京都大田区大森西7丁目2番5号

３．環境保全関係の責任者連絡先

　　経営者　　　　株式会社オリエンタル工芸社　　代表取締役　　　　杉本　亨

　　管理責任者　　株式会社オリエンタル工芸社　　社長代理　　　　　杉本　稲生

　　担当者　　　　株式会社オリエンタル工芸社　　事務局　　　　　　杉本　稲生

　　連絡先　　    電話　03-3763-3601　　FAX　03-3763-2621

４．事業の規模

    2022年度

　　売上高　　　　　219.9百万円 (2021年度203.5百万円)

　　従業員数      　 10名

　　床面積　　　　　303 ㎡

５．対象範囲　　　　認証登録業務… エレベーター部品及び各種機械加工部品の製造

　　　　　　　　　　　　認証登録範囲… 全社全組織

６．レポート対象期間

　　　　　　　　　2022年　1月1日 ～ 12月31日

７．事業内容

　　組立加工課　　　エレベーター用部品製造（カゴ操作盤・乗場押釦・点字銘板）

　　機械加工課　　　精密機械加工（ロボット部品・バルブ関係・ノズル関係）

　　板金加工課　　　エレベーター用部品製造（カゴ操作盤ボックス・乗場押釦ボックス）
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6.　環境経営方針

経営理念

　 当社は、永年に渡って機械加工部門と、組立加工部門と、板金加工部門の全く異なる

分野で技術と開発を進めてまいりました。少量短納期には加工と倉庫（少量の在庫を置く）

の両立を確立し、更に、当社独自の環境に優しく災害にも強いオリジナル製品を開発し、

下請としての強みと弱み、メーカーとしての強みと弱みを知る事により、日本全国の

顧客に対し、「ありがとう」の気持ちを持って接しております。

行動方針

株式会社オリエンタル工芸社は、エレベーター部品製造と精密機械加工の専門分野として、

環境との共生・調和への取組みを最重要課題として以下の環境保全活動を推進します。

環境保全活動

　（環境保全活動とは、自然の恵みを次世代に受け継いでいくために、さまざまな環境負荷の
    削減に取り組んでいきます。）

　

１．環境保全に関する法規制を遵守し、可能なかぎり自主基準を制定し、環境保全に取組み
    ます。

２．事業活動の中で、下記の項目について重点的なテーマとして保全活動を推進し、環境
    経営目標を定め、定期的に見直しを行い、継続的改善に取り組みます。

　（１）二酸化炭素排出量、廃棄物排出量、水使用量の削減に取り組みます。

　（2）電気使用量、ガソリン使用量、灯油使用量の削減に取り組みます。

　（3）環境配慮製品の開発に取り組みます。

　（4）化学物質使用の管理を徹底します。

　（5）資源ごみの再資源化を図ります。

３．環境教育と社内広報活動を実施し、全社員に環境経営方針を周知徹底すると共に、
     取引先にも環境経営方針を周知し、社内外において環境保全活動の知識・認識の
     向上に努めます。

－この環境経営方針は、社内外に公表致します－

2018年12月01日改訂

株式会社　オリエンタル工芸社　代表取締役社長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　杉本　亨
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7.　エコアクション21推進体制　　～役割・責任・権限～

7

全従業員

事務局担当 工場長 経理部 広報営業部

機械加工部 組立加工部 電気技師 押釦部長

社長

環境管理担当者（社長代理）

環
境
管
理
担
当
者

・役割・責任・権限

・環境経営に関する統轄責任

・環境経営システムの実施及び管理に必要な経営資源を用意

・環境管理責任者を任命

・環境経営方針の設定、見直し、従業員への周知

・経営に於ける課題とチャンスの明確化

・従業員に対する教育（専門教育、環境教育）訓練の実施。記録の作成

・環境経営システムを構築、実施、管理、及び必要に応じ社長に報告

・法規制等の順守状況を評価及び問題点の是正指示、管理

・環境経営目標の設定・環境経営活動実施計画および実績の確認・評価

・問題点の是正、予防処置に対する指示と改善や見直しに必要な処置

・想定される緊急事態への対応に係るリスク管理

・環境への負荷自己チェック表を作成し、環境管理責任者へ報告

・代表者による全体の評価と見直し実地

機械加工部責任者

組立加工部責任者

電気技師

・緊急事態の手順作成、訓練の準備及び実施。記録の作成。

・環境目標に対応する実績を集計し、環境管理責任者へ報告

・環境経営レポートの原案を作成し、環境管理責任者に報告

・苦情の受付、処置の記録作成し、環境管理責任者に報告

・環境関連法規一覧表を作成し、環境管理責任者に報告

・文書及び記録の管理、保管

押釦部部長

・自部門範囲の整理整頓の責任担当

・自部門範囲の整理整頓の責任担当

・自部門範囲の整理整頓の責任担当

・環境方針、環境目標、環境活動の理解。　

全従業員

・自部門範囲の整理整頓の責任担当

代表取締役

(社長代理)
環境管理責任者

・環境活動取組の重要性を理解

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

経理部責任者

広報営業部責任者

事務局担当責任者

工場長



　2022年度目標を掲げ環境活動に取組みました。

kＷｈ 31,689.0 31,689.0 32,403.00

(kg-CO2 15,020.6 15,020.6 15,359.0

Ｌ 543.2 543.2 409.87

(kg-CO2 1,260.2 1,260.2 950,90

Ｌ 54.0 54.0 146

(kg-CO2 134.5 134.5 363.54

kg-CO2 16,415.2 16,415.2 16,673.50 98.5% △

80.5 80.5 75.8 106.2% 〇

㎏ 504 504 623

袋 72 72 89

㎥ 307 307 280 109.6%  〇

1.3 1.3 1.27 102%  〇

２回実施/年 ２回実施/年 ２回実施/年 100% 〇

１件/年 １件/年 １件/年 100% 〇

※購入電力の温室効果ガス排出量の係数は0.474（kg-CO2/kWh)を使用しました。

※ガソリンの排出係数は2.32(kg-CO2/Ｌ）、灯油は2.49(kg-CO2/Ｌ）を使用しました。

※廃棄物総排出量は、1袋/70L、７ｋｇで算出しています。

8.　環境経営目標と実績

水使用量

8

２０２２年度
目標

評価
２０２２年度

実績
達成率

※廃棄物排出量は一般廃棄物排出量を管理します。（産業廃棄物はゼロ（有価物）です。）

※二酸化炭素排出量、水使用量（原単位）は売上百万円当たりの排出量、使用量です。参考指
標として管理しています。

水使用量（原単位）

化学物質使用量の管理
（安全データシート（SDS）教育）

単位

一般廃棄物排出量
(可燃物)

２０２１年度
実績

電力使用量

ガソリン使用量

灯油使用量

二酸化炭素排出量

　項目

二酸化炭素排出量（原単位）

×

※評価の見方　　90％未満×　90～100％未満△　　100～110％未満○　110％以上◎

97.8% △

132.5% ◎

37.0% ×

80.9%

環境配慮への取組
（配慮製品新規案件を実現）



  使用しない・居ない場所での電気は消灯する。

  コンセントはこまめに抜く。

  お昼休憩と終業時間には、各自において全ての電気を消す。

  朝、作業時間（8時30分）の10分前に消灯する。

  昼、作業時間（13時）の10分前に消灯する。

  近場は自転車を利用する。

  アイドリングの禁止。

  計画的に最短距離での運転を心掛ける。

 水道の蛇口はこまめに止める。

 空き缶とペットボトルを分別しペットボトルのキャップを集める。

 FAXなどの利用済の紙は裏面を利用する。

 裏表使用済みの紙はシュレッターにかけ、梱包用にクッション材と利用する。

 段ボール箱は再利用し、使えない物は潰して捨てる。

金属ごみは有価物として処理する。

（1）二酸化炭素排出量の削減に緑化運動の推進に取り組みます。

（2）異常気象による冠水化に伴う結露や錆などによる損害防止を防ぎます。

（3） 定尺板の前処理（メッキ）によって、材料のムダと運搬・人件費の削減に努めます。

（4）工場などの雨どいを直し、それによる緑化運動を活発化し、二酸化炭素の削減、

　　総排水量の削減に取り組みます。

（5）環境とバリアフリーを意識した製品を開発します。
　　抗菌性の押ボタンとユニバーサル仕様の押ボタンなど、、高齢者や身体障害者の方が
　　安心して暮らせるように努めます。
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5） 廃棄物の削減

②当社独自の取り組み

9.　環境経営計画

①  二酸化炭素排出量・廃棄物・水の削減に取り組みます。

1） 購入電力の削減

2） 灯油の削減

3） ガソリンの削減

4） 水資源の削減



今年度結果・・・◎よくできた　〇できた　△あまり出なかった　×できなかった

次年度取組計画・・・〇取組　　　◎重点取組　

今年度結
果

次年度取
組計画

◎ ◎

◎ ◎

◎ ◎

◎ 〇

◎ 〇

◎ ◎

◎ ◎

◎ ◎

 水資源の
削減

◎ ◎

◎ 〇

◎ 〇

△ 〇

◎ 〇

◎ 〇

◎ 〇

◎ 〇

◎ ◎

◎ 〇

◎ ◎

・次年度に関しては、引き続きコロナ禍の経済的影響予期されますが、引続き安全衛生上の対
策実行と共に、環境活動諸施策をベースに、上記各項に記載した活動を全員で継続し、
　一層の取組み強化を図ってまいります。

 裏表使用済みの紙はシュレッターにかけ、梱包用にクッション
　材として利用する。

実施、取組計画

  朝、作業時間（8時30分）の10分前に消灯する。

  昼、作業時間（13時）の10分前に消灯する。

  近場は自転車を利用する。

金属ごみの有価物化。

購入電力の
削減

灯油の削減

  使用しない・居ない場所での電気は消灯する。

10.　2022度取組結果と次年度の取組内容
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 段ボール箱は再利用し、使えない物は潰して捨てる。

環境とバリアフリーを意識した製品を開発
抗菌性の押ボタンとユニバーサル仕様の押ボタンなど、環境と
バリアフリーを意識した製品を開発し、高齢者や身体障害者の
方が安心して暮らせるように努めます。

 ガソリンの
削減

廃棄物の
削減

 空き缶とペットボトルを分別しペットボトルのキャップを集める。

 FAXなどの利用済の紙は裏面を利用する。

二酸化炭素排出量の削減に緑化運動の推進に取り組みます。

異常気象による冠水化に伴う結露や錆などによる損害防止を防
ぎます。

当社独自の
取り組み

  アイドリングの禁止。

  コンセントはこまめに抜く。

  お昼休憩と終業時間には、各自において全ての電気を消す。

 定尺板の前処理（メッキ）によって、材料のムダと運搬費および
人件費の削減に　努めます。

工場などの雨どいを直し、それによる緑化運動を活発化し、二
酸化炭素の削減、　総排水量の削減に取り組みます。

  計画的に最短距離での運転を心掛ける。

 水道の蛇口はこまめに止める。



11.　環境経営目標(中期目標）（2023年～2025年）

2022年度 2023年度 2024年度 2025年度

実績 目標 目標 目標

　kWｈ 32,403 32,403

kg-CO2 15,359 15,359

 ℓ 409,87 409,87

kg-CO2 950,90 950,90

 ℓ 146 146

kg-CO2 363,54 363,54

二酸化炭素総排出量 kg-CO2 16,673.5 16,673.5
前年度実績を目

標とする
前年度実績を目

標とする

75.8 74.3
前年実績比

-2％
前年実績比

-2％

㎏ 623kg 623kg

袋 89 89

水使用量  ㎥ 280 280
各前年度実績を

目標とする
各前年度実績を

目標とする

1.27 1.25
前年実績比

-2％
前年実績比

-2％

化学物質使用量の管理
安全データシート（SDS）
教育

回数 ２回実施/年 ２回実施/年 ２回実施/年 ２回実施/年

環境配慮への取組(配慮製
品新規案件を実現する）

件数 １件/年 １件/年 １件/年 １件/年

※購入電力の温室効果ガス排出量の係数は0.474（kg-CO2/kWh)を使用しました。

※ガソリンの排出係数は2.32(kg-CO2/Ｌ）、灯油は2.49(kg-CO2/Ｌ）を使用しました。

※廃棄物総排出量は、1袋/70L、７ｋｇで算出しています。

単位

前年度実績を目
標とする

※廃棄物排出量は一般廃棄物排出量を管理します。（産業廃棄物はゼロ（有価物）です。）

一般廃棄物量排出量(可燃物)

電力使用量

ガソリン

灯油

前年度実績を目
標とする

二酸化炭素排出量（原単位）

※二酸化炭素排出量、水使用量（原単位）は売上百万円当たりの排出量、使用量です。参考指標として
　管理しています。
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各前年度実績を
目標とする

各前年度実績を
目標とする

水使用量（原単位）

前年度実績を目
標とする

前年度実績を目
標とする

前年度実績を目
標とする

前年度実績を目
標とする



環境法規内容の変更のチェック及び遵守状況の見直しを定期的に行っております。

その結果、環境関連法規への違反、訴訟はありません。

なお、関係当局よりの違反、訴訟等の指摘は、創業以来1度もありません。　

＊各関連法規は2023年3月 3日に確認致しました。

　　　　　　　　　　　　　　　 遵守確認者：杉本・堺野

法規則名 確認月日

廃棄物の処理及び 3月3日

清掃に関する法律

3月3日

3月3日

3月3日

東京都環境基本条例 3月3日

第6条

大田区廃棄物の減量及び 3月3日

適正処理に関する条例 3月3日

第8・14-21・31-45条

都民の健康と安全を 3月3日

確保する環境に関する条例

第68条、第136条

3月3日

騒音規制法 3月3日

大田区環境部

振動規制法 現場確認 3月3日

大田区環境部 問題なし

東京都ＣＯ２排出量規制 3月3日

電気、燃料使用量の削減

3月3日

の実施

現場確認

問題なし

フロン排出抑制法 エアコンの簡易点検（３ヶ月毎）の実施
現場確認

問題なし

EA21取組み

せん断機の振動確認

省エネ法
①  電気使用量の削減

②  燃料の削減

EA21取組み

の実施

せん断機の騒音確認
現場確認

問題なし

許可の確認

騒音・振動の発生を東京都の

定める基準値以下とすること。

現場確認測定

問題なし

現場確認

大田区の定めるごみ収集日、分別法
に合わせ遵守する。

収集日・分別

法の事務所内の掲示

問題なし

規制事項 遵守状況

保管の基準の遵守
現場確認

問題なし

12．　環境関連法規の取りまとめ 及び違反、訴訟等の有無
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届出の確認

東京都の定めを遵守し環境の保全に
努める

現場確認

問題なし

消防法

許可及び届出の実施

貯蔵、取扱いと施設の遵守

消火器の設置



目的：環境マネジメント報告書に基づきシステムの有効性について全体の評価と見直しを行う。
頻度：年1回（2023年3月20日実施）
会議参加者：代表取締役、各担当者
記録：この記録は、環境記録として保管する。

2022年度、二酸化炭素排出量は16,673.5 kg-CO2で98.5％で去年よりは良くなったが、目標には及ば
ずであった。電力消費量97.8%と11月から高圧電気から低圧電気に切替、電気料金が高額になったこ
とも原因と考えられる。コロナ禍、受注減少の影響を受け 生産稼働量が低下しているにもかかわら
ずCO2排出量が多いのは今後の課題であり各施策を着実に実行していきます。

構成比を見ると、電力92.1％、ガソリン5.7％、灯油2.2％であり、電力が最も多くガソリンと合わせ
97.8％を占める。
環境効率性指標では、売上当たり(百万円)のCO2排出量は75.8kg-CO2と前年比6%減となり目標達
成。
2023年度では、生産性をさらに高め不要な電力消費を抑え、ガソリンはエコドライブや効率良い配車
等を引き続き推進します。2023年には2台使用してる車を1台にする予定です。

事業系一般廃棄物は、1袋/70Lの物を1個7kgとしてカウントしている。これは、見た目でゴミの量が分
かりやすい。
2022年度は、前年度72袋（504kg）に対して89袋（623kg）なになり、17袋（119kg）、23.6%増量した。各
自が梱包材として紙や袋の再利用などを徹底できていないことが要因と考えています。

2023年度も引き続き更なる生産性向上やコピー済み用紙の裏面使用、梱包材として紙の再利用を行
う等、廃棄物取扱手順にもとづき推進していきたい。

2022年度は、全員で節水への取組みを実施し、コロナ禍によりこまめな手洗いを実行しているが、
280m3と達成率は109.6％であった。工場内の水利用は主に生活用水であり、今後も全員で節水を意
識し取り組んでまいります。

2022年度は、化学物質を含む製品に関し、これまでの1斗缶在庫(18L前後)を継続しており、残量が
少なくなり次第、補充を行っています。この管理手法により日常的に守られていると評価しています。

⑤環境に配慮した取り組み

・2022年度は、本業のエレベータボタン分野に於きまして、引続き機能性の高い新製品開発・研究、
改良等に注力する方針のもと、特に社会から求められる安心・安全性を有し、LED発光をベースとし
たユニバーサル凸型押ボタン、抗菌性ボタン等の開発に引き続き積極的に取組み、キャラクターの
「ボタンちゃん」と共に市場に提供しました。
・10年前より雨水貯水槽を大田区の補助を受けて設置し、敷地内緑化の維持のため雨水利用を継続
してまいります。
・2023年度では、お客様のニーズを踏まえ、さらに改良を進め、より充実した機能を有する製品開発
の取組みに注力していきます。

次年度の取組計画

2023年度に関しては、引き続きコロナ禍の経済的影響予期されますが、引続き安全衛生上の対策実
行と共に、　環境活動諸施策をベースに、上記各項に記載した活動を全員で継続し、一層の取組み
強化を図ってまいります。

経営層からの指示
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上記の評価結果を踏まえ、環境経営方針、環境経営目標、環境経営活動計画及び環境経営システ
ム、体制の見直し等変更の必要性は現時点でなきものと判断します。

13.　 まとめ　～代表者による全体の評価と見直し及び指示～

①二酸化炭素排出量

②廃棄物排出量

③総排水量

④化学物質使用量

環境活動計画及び取組結果の評価、次年度の取組内容、全体の見直しは、次の通りです。


